






























サイクル｛計 画（plan）→ 実 行（do）→ 評 価












　実 際、通 常 の PDCA サイクルとして、これ
までも必修科目や選択必修科目において同様の
アンケート調査を実施し、チェックリストを用

















































厳 密 な 調 査 のため、卒 業 生 アンケート 調 査
（2012年 3 月）を実施し、複合的にデータを検















まり 力 をつけられなかった」「まったく 力 をつ






































































も高い」が [ 5 ]、「もっとも低い」が [ 1 ]、そし
て「どちらともいえない」がそれらの 中 間 の

























































































































































































































　他 方、もう 1 つの 例 を 示 すと、ワルラスの
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講義方法の工夫がさらに必要な講義
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なかなか理解度
が向上しません
講義の工夫の途
上です
図 9 　講義方法の工夫と理解度
図11　面談結果の分析結果
図10　さらなる工夫が必要な講義
9特集論文「エビデンスに基づく教育改善」
ラム改革の事例」として、ラーニング・アウト
カムズの検証を通じて必修科目を変更したこ
と、「授業改善の事例」として、ポータルサイ
トを使って効果的に活用している例も含め、毎
回の授業アンケートによる改善、そして、最後
に「学生指導への活用」として、初年次の指導
の重要性およびキャリア教育の充実化について
述べた。
また、この「懇談・励まし」は、早ければ早い
方がいいことが分かっており、実際、 3 年次以
降は面談の効果はほとんどないことが明白と
なっている。
　つまり、本データから初年次教育の重要さを
改めて確認することができ、成績不振者対策と
しては、成績不振者の予備軍が生じないように
1 年次からケアしていくことが重要になる。 1
例を紹介すると、 1 年生前期の「基礎演習」で
担当している学生が15回の授業のうち 3 回欠席
すると、出席確認システムを使って自動的に学
生および教員に連絡が届くようになっている
が、前期のみならず、後期もアドバイザー教員
として連絡が来る。その際、筆者は、「最近、
どうですか？」等、簡易な激励のメールを送る
ようにしている。筆者の印象としては、成績不
振者になってしまってから30分間かけて面談す
るよりも、学生の出欠が心配になった時点で、
たった一言でも構わないのでメールを送る方が
効果的である。
　また、学生指導の発展的な活用としては、
キャリア教育の充実も挙げられる。経済学部で
は、 1 年次後期の学生を対象に、大学のキャリ
ア科目に加えて、学部独自のキャリア科目とし
て「社会貢献と経済学」を設置し、経済学を勉
強する意味（動機）と仕事が結びつくようにし
ている。また、学生は 2 年次前期に進路を仮決
めした際、就職のための 4 年間計画表としての
「マイ ･ マップ」を作成し、ゼミの担当教員が
決まり次第、面接を実施している。そして、学
生のモチベーションがさらに上がるように工夫
している。
おわりに
　以上述べてきたように、経済学部ではさまざ
まなデータをもとに改善をはかってきており、
本稿では、「エビデンスに基づく教育改善」と
して、とりわけ、そのうちの 3 点にわたって紹
介した。改めて簡潔に振り返れば、「カリキュ
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